
平成２８年度全国学力・学習状況調査、
奈良県学力・学習状況調査の結果について

奈良県教育委員会

資料５

・他府県との比較及び県内団体間の比
較については、公立学校のデータを利
用しています。

（P1～P18)
・私立学校については、本調査へ参加し
た学校のデータを集計したものです。
（私立学校の参加は任意）

（P5～P8,P15,18)
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平均正答率の全国平均との差の推移

１ 学力・学習意欲の状況について
１－１ 学力の状況（小学生）

・小学生の学力の状況を４教科の平均正答率で見ると、国語Ａ、算数Ａ、国語Ｂ、算数Ｂの全ての教科で全国平均を
下回った。また、全ての教科で順位を下げた。

参考：Ａ問題は「知識」の問題であり、Ｂ問題は「活用」の問題であってPISA（OECDの国際比較学力テスト）型学力に対応する問題である。

（ ）内は全国順位
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（ ）内は全国順位
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１－２ 学力の状況（中学生）

・中学生の学力の状況を４教科の平均正答率で見ると、国語Ｂで全国平均を１ポイント下回った以外は、０．１～１．４
ポイント上回った。また、数学Ｂ以外で順位を上げた。

参考：Ａ問題は「知識」の問題であり、Ｂ問題は「活用」の問題であってPISA（OECDの国際比較学力テスト）型学力に対応する問題である。

（ ）内は全国順位
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１－３ 学力（都道府県別・小学生）

・都道府県別に平均正答率（４教科総合）を見ると、奈良県は小学生３６位（昨年度２３位）。石川県、秋田県、福井県が
昨年度と同様に上位を占めている。
注）４教科総合：国語Ａ、Ｂ、算数・数学Ａ、Ｂの各平均正答率を相加平均したもの

3

（％）
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【H28中学生（国・数）】

１－４ 学力（都道府県別・中学生）

・都道府県別に平均正答率（４教科総合）を見ると、奈良県は中学生２０位（昨年度１９位）。福井県、秋田県、石川県
が昨年度と同様に上位を占めている。
注）４教科総合：国語Ａ、Ｂ、算数・数学Ａ、Ｂの各平均正答率を相加平均したもの
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（％）

奈良県 ２０位 ← 前回１９位



１－５ 学力（団体別比較・小学生）

・団体別に平均正答率（４教科総合）を見ると、全国平均を上回っているのは、市部では１２団体のうち４団体３３．３％
（H27 ２５．０％ H26 ３３．３％）。郡部では２６団体のうち１１団体４２．３％（H27 ３３．３％ H26 ２２．２％）。

注）４教科総合：国語Ａ、Ｂ、算数・数学Ａ、Ｂの各平均正答率を相加平均したもの

5

（％）

全国平均 63.9%

全国１位 69.4%（石川県）

市 部 郡 部

※ 児童数が３人以下の３団体は非表示。



１－６ 学力（団体別比較・小学校４年生） ※奈良県学力・学習状況調査の結果より

・団体別に平均正答率を見ると、奈良県平均を上回っているのは、市部では１２団体のうち５団体４１．７％。郡部では２５
団体のうち９団体３６．０％。

6

（％） 市 部 郡 部

※ 児童数が３人以下の３団体は非表示。



１－７ 学力（団体別比較・中学生）

7

（％）

・団体別に平均正答率を見ると、全国平均を上回っているのは、市部では１２団体のうち３団体２５．０％（H27 ２５．０％
H26 ２５．０％ ）。郡部では２５団体のうち１３団体５２．０％（ H27 ４４．０％ H26 ５７．７％ ）。

注）４教科総合：国語Ａ、Ｂ、算数・数学Ａ、Ｂの各平均正答率を相加平均したもの

全国平均 62.1%

全国１位 67.0%（福井県）

市 部 郡 部

※ 生徒数が３人以下の２団体は非表示。



１－８ 学力（団体別比較・中学校１年生） ※奈良県学力・学習状況調査の結果より
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（％）

・団体別に平均正答率を見ると、奈良県平均を上回っているのは、市部では１２団体のうち３団体２５．０％。郡部では２６
団体のうち１３団体５０．０％。

市 部 郡 部

※ 生徒数が３人以下の３団体は非表示。



１－９ 学力（団体別比較・小学校と中学校）

小学校 高
中学校 高

小学校 高
中学校 低

小学校 低
中学校 高

小学校 低
中学校 低

小学校
全国平均 63.9%
県平均 63.0%

中学校
全国平均 62.1%
県平均 62.3%

（％）

（％） 9※ 児童・生徒数が３人以下の３団体は非表示



１－１０ 学力（団体別比較・小学生の推移Ｈ２７→Ｈ２８）

（％）

（％）
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小学校Ｈ２７
全国平均63.9%

小学校Ｈ２８
全国平均63.9％

Ｈ２７ 低
Ｈ２８ 高

Ｈ２７ 高
Ｈ２８ 低

Ｈ２７ 低
Ｈ２８ 低

Ｈ２７ 高
Ｈ２８ 高

※ 児童数が３人以下の４団体は非表示。



11

B

I FL

E

K
H

J

A

C

G

D

e

q

l

h

r

o

h

s

m

f

k

g

d

c

p

u

j

n

t

a

v

b

50

55

60

65

70

75

80

45 50 55 60 65 70

H

2

8

平
均
正
答
率

H27平均正答率

市部

郡部

全国平均

１－１１ 学力（団体別比較・中学生の推移Ｈ２７→Ｈ２８）

中学校Ｈ２７
全国平均61.9%

中学校Ｈ２８
全国平均62.1%

（％）

（％）

Ｈ２７ 低
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▲Ｗ

(H27 36.6)
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１－１２ 学習意欲（小学生）

・学習意欲に関する項目をみると、多くの項目で全国平均並みであるが、「算数が好き」という項目での差が顕著に見ら
れる。

・平日の学習時間について、「２時間以上」と「１時間未満」の割合が全国平均より高く、依然として二極化傾向が続いて
いる。

12

（％）

（％）【学習意欲に関する項目（国・算）】



１－１３ 学習意欲（中学生）

・学習意欲に関する項目をみると、多くの項目で全国平均を下回っており、「国語・数学が好き」という項目でその差が顕
著である。

・平日の学習時間について、「２時間以上」の割合は、全国トップクラスである。一方で「全くしない」の割合も高く、依然とし
て二極化傾向が続いている。

13

（％）

（％）
【学習意欲に関する項目（国・数）】
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学習意欲８項目（小学校６年生）
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学習意欲８項目（中学校３年生）

1－1４ 学習意欲の状況（都道府県別比較）

【中学生】

・都道府県別に、学習意欲に関する項目（８項目の肯定的割合の相加平均）を見ると、都道府県間で大きな差は見られな
いが、小学生３１位（昨年度３２位）、中学生４６位（昨年度４５位）と低位にある。秋田県が小・中学生とも１位である。

【小学生】
（％）

（％）
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奈良県 ３１位 ← 前回 ３２位

奈良県 ４６位 ← 前回 ４５位



【中学生】

１－１５ 学習意欲の状況（団体別）

・団体別に、学習意欲に関する８項目（８項目の肯定的割合の相加平均）を見ると、全国平均を上回っているのは、小学
生では、市部で７団体５８．３％、郡部で１０団体３８．５％。中学生では、市部で２団体１６．７％、郡部で１２団体４８．０％
である。

（％）

市 部 郡 部

15

（％）

全国平均80.9%

全国１位 87.1%（秋田県）

全国平均 73.1%

全国１位 81.3%（秋田県）

【小学生】

※ 児童数が３人以下の３団体は非表示。

※ 生徒数が３人以下の２団体は非表示。



２ 規範意識の状況について
２－１ 規範意識の状況

・規範意識に関する項目に肯定的に回答した児童生徒の割合を見ると、小学校はほぼ全国平均並みであるが、中学校で
全国平均との差が見られる。小学校、中学校ともに「学校のきまり（規則）を守る」の項目で全国平均との差が大きいが、
年々改善傾向が見られる。
注）規範意識：広く集団生活の維持・向上のために一人一人が従うべき価値判断の基準を守ろうとする意識

「学校のきまり・規則を守る」と回答した子どもの割合の推移

小学生 中学生

（ ）内は全国順位

（％）
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（全国平均を100とする）
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【規範意識３項目（小学校６年生）】
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【規範意識３項目（中学校３年生）】

２－２規範意識の状況（都道府県別比較）

【中学生】

・都道府県別に、規範意識に関する項目（３項目の肯定的割合の相加平均）を見ると、都道府県間で大きな差は見られな
いが、奈良県は小学生３９位（昨年度は４項目で３７位）、中学生４４位（昨年度は４項目で４６位）と低位にある。秋田県が
小・中学生とも１位である。

【小学生】
（％）

（％）
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【中学生】

２－３ 規範意識の状況（団体別）

・団体別に、規範意識に関する項目（３項目の肯定的割合の相加平均）を見ると、全国平均を上回っているのは、小学生
では、市部で５団体４１．７％、郡部で１５団体５７．７％。中学生では、市部で２団体１６．７％、郡部で１１団体４４．０％で
ある。

（％）

市 部 郡 部

18

（％）

全国平均94.0％
全国１位96.7％（秋田県）

全国平均93.7％
全国１位96.8％（秋田県）

【小学生】

※ 児童数が３人以下の３団体は非表示。

※ 生徒数が３人以下の２団体は非表示。
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学習意欲８項目（小学校６年生）

３ 小学校における学力と学習意欲、規範意識の関係について
３－１ 都道府県別の状況について

奈良県を含む近畿府県では、学力、学習意欲、規範意識ともに、全国平均より低い傾向にある。一方、秋田県では、全て
の項目で全国上位となっている。
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規範意識３項目（小学校６年生）

（％）

（％）

（％）



３－２ 過去４年間の小学校別の相関について

・学力と学習意欲、規範意識に関する項目における過去４年間の学校別の相関を見ると、学力と学習意欲、学力と規範
意識には高い相関が見られた。
・学習意欲に関する項目の中では「国語・算数の授業が分かる」（Ｒ=０．６７）、規範意識に関する項目の中では「人の役に
立ちたいと思う」（Ｒ=０．５３）に最も高い相関が見られた。

20

Ｒ＝０．６５

Ｒ＝相関係数（絶対値） 相関の強さ
０．７以上 強い
０．４以上０．７未満 中間の強さ
０．２以上０．４未満 弱い
０．２未満 相関がない

Ｒ＝０．５６



３－３ 学力と「授業が分かる」の相関について

・平均正答率と「授業が分かる」と回答した児童の割合の４年間の相関を見ると、学力と「授業が分かる」にはどの年度に
おいても相関があり、過去４回の平均で、最も強い相関が見られた。
（平成２５年度 Ｒ=０．５５ 平成２６年度 Ｒ= ０．４４ 平成２７年度 Ｒ=０．４４ 平成２８年度 Ｒ= ０．４９）

19

30
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平
均
正
答
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去
４
回
の
平
均
）

授業が分かると回答した児童の割合（過去４回の平均）

学力と「授業が分かる」の相関（児童数が２０人以上の小学校）

Ｒ＝０．６７

※ 平均正答率
国語Ａ、国語Ｂ、算数Ａ、算数Ｂの４科の平均正答率を相加平均し、全国平均を５０として換算したもの

※ 授業が分かる
「国語の授業の内容はよく分かる」と「算数の授業の内容はよく分かる」に肯定的に回答した児童の割合を相加平均したもの

Ｒ＝相関係数（絶対値） 相関の強さ
０．７以上 強い
０．４以上０．７未満 中間の強さ
０．２以上０．４未満 弱い
０．２未満 相関がない
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３－４ 本年度調査の小学生における「授業が分かる」及び規範意識と学力との関係について

・本年度調査においても、「教科の授業の内容がよく分かる」や規範意識に関する各項目に肯定的に回答した児童は、そ
うでない児童に比べて平均正答率が高いことが分かる。

（％） （％）

１：当てはまる ２：どちらかといえば当てはまる
３：どちらかといえば当てはまらない ４：当てはまらない
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平成２８年度全国学力・学習状況調査 22



３－５ 「授業が分かる」と相関の強い項目について

・「授業が分かる」と、その他の質問紙の項目の回答との相関を分析すると、「授業の中で目標が示されている」「授業で自
分の考えを発表する機会が与えられている」という回答との相関が強いことが分かった。

40

60

80

100

40 60 80 100

授
業
の
中
で
目
標
が
示
さ
れ
て
い
る

国語・算数の授業が分かる

「授業の中で目標が示されている」と

「授業が分かる」の相関

Ｒ=０．５７

平成２８年度全国学力・学習状況調査

（％） （％）
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Ｒ＝相関係数（絶対値） 相関の強さ
０．７以上 強い
０．４以上０．７未満 中間の強さ
０．２以上０．４未満 弱い
０．２未満 相関がない


